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自己紹介
 一橋大学大学院社会学研究科でアメリカ史

を担当、2020年9月から2023年3月まで
社会学部長/社会学研究科長、ジェンダー社
会科学研究センターの設立メンバー

 アメリカ学会元副会長、ジェンダー史学会
元代表理事・現副代表理事

 専門;人種・エスニシティ・ジェンダー研究
アメリカ移民史/人の移動史

アメリカの国民統合・ナショナリズム研究
南北戦争・再建期の政治社会史
アメリカ史教科書
高校世界史教科書の執筆
など
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１．はじめに ーCGraSSとはー
ジェンダー社会科学研究センター 2007年4月発足
Center for Gender Research and Social Sciences

センターの活動の柱
〇ジェンダー研究の推進･･･ジェンダー研究と社会科学・人
文科学を融合させた学際的な研究領域の創出、国内外の
ジェンダー研究センター、研究者との交流
〇全学向けの体系的なジェンダー教育プログラム(GenEP)
の提供･･･学部・大学院向けに毎年50科目以上のジェンダー
やセクシュアリティに関する授業をコーディネート
〇第一線の研究者によるレクチャーシリーズの開催、ワー
クショップ等開催による学内啓蒙活動
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代表：2007年度～2008年度 木本喜美子・貴堂嘉之
2009年度～2010年度 木本喜美子
2011年度～2012年度 坂元ひろ子
2013年度～2014年度 伊藤るり
2015年度～2016年度 佐藤文香
2017年度～2018年度 坂なつこ
2019年度～2021年度 貴堂嘉之・中井亜佐子
2022年度～2023年度 佐藤文香・洪郁如

センターの構成員 総勢31人
社会学研究科19人（名誉教授含む）、経営管理研究科2人（青木康
晴、吉岡（小林）徹）、経済学研究科2人(竹内幹、横山泉）、法学研
究科1人（長塚真琴）、言語社会研究科4人（中井亜佐子、井上間従
文、川本玲子、小岩信治）、経済研究所1人(森口千晶）、その他2人

他の大学と比較しても大所帯で立派にみえるかもしれないが、
実際はかなり特殊なセンター。
・大学直属のセンターではなく、社会学研究科所属の
研究科内センター 常勤の事務職員なし、研究員なし
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〇設立のきっかけは2004年の公募人事
90年代以降、他大学ではジェンダー研究が盛んになり、
男女共同参画推進の動きが加速するなか、本学では
ジェンダー関連科目がほとんどない状態
男女共同参画社会基本法（1999）/国立大学協会『国立大学におけ
る男女共同参画を推進するために』（2000）/日本学術会議『男女
共同参画社会の実現に向けて－ジェンダー学の役割と重要性』
(2005）

社会学研究科でジェンダー研究専任教員の公募
採用(研究科内の有志が発議）第一歩 2005年

２．設立の経緯
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大学当局は男女共同参画推進室の設置にも消極的
だったため、他大学がトップダウン方式で先進的な
取り組みを行う中、一橋はボトムアップ（下からの
ムーブメント）でやろうと立ちあがる
＜2005年度～2006年度＞ 学長裁量経費
「一橋大学における男女共同参画社会実現に向けた
全学的教育プログラムの策定」プロジェクト
GenEP=Gender Education Program

教員有志による学内の競争的資金を活用したジェン
ダー教育プログラム策定の試み
委員は社研の6名（関啓子,木本喜美子,貴堂嘉之,中野
知律,佐藤文香,尾崎正峰）
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この2年間（2005〜2006）が設立の準備期間、
超多忙 ←でもこの周到な準備が大切

７回のワークショップ
全学シンポジウム
連続公開講座「男女共同参画のかたち」5回
海外視察:台湾・フィリピン・韓国・香港・デン
マーク

国内視察:国際基督教大学・お茶の水女子大学・
名古屋大学・早稲田大学・東北大学

学生・院生へのニーズ調査、教員調査
⇒集大成として

全学シンポジウム(2006年10月25日）
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全学シンポジウム（2006年10月25日）の登壇者
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⇒2007年3月 2年間の活動の最終報告書
○大学によりオーソライズされたジェンダー教育プログラムを策定、新
規科目の開講、授業アンケート
○男女共同参画社会の実現を担う人材育成
○本学のジェンダー教育・研究を担う運営基盤
＜2007年度〜＞
2007年4月 社会学研究科のなかに

「ジェンダー社会科学研究センターCGraSS」の設立
Center for Gender Research and Social Sciences
三つの部門：①研究部門

②GenEP部門
③研究交流部門

当初6年間（2007〜2012）も毎年大学戦略経費を獲得
ジェンダー教育プログラムの制度化・高度化に向けて
(8年間で大学から獲得した資金は総計約2000万円）
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ジェンダー社会科学研究センターの当時の構想図

社会学研究科

男女共同参画関連科目

男女共同参画関連科目

男女共同参画関連科目

男女共同参画関連科目

男女共同参画関連科目

社会学研究科(新設）
ジェンダー社会科学研究センター

ジェンダー教育プログラム
（ＧｅｎＥＰ）部門

法学研究科

経済学研究科

商学研究科

大学教育研究
開発センター

経済研究所

学生相談室・留学生相談室
留学生センター・保健センター

言語社会研究科
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CGraSS  三つの部門
①研究部門 大学院授業「先端課題研究」（教員と院生と
の3年間の共同研究プロジェクト）を基盤に教育・研究
2006年～2008年先端研７「日常実践/方
法としてのジェンダー」

2014年～2016年 先端研14「ジェ
ンダー研究の過去・現在・未来ｰ女
性学・ジェンダー研究のパイオニ
アに対する聞き取り調査を中心
にｰ」が現在進行形。
日本を主たる活動拠点としつつ、
(1)女性学の立ち上げ、ならびに(2)
社会科学の各専門領域でジェン
ダーやセクシュアリティの視角を
とりいれた研究の開拓に取り組ん
でこられたパイオニア的研究者に
対して聞き取り調査を実施し、こ
れを通じて、ジェンダー社会科学
の到達点と現下の課題群を確認し、
今後のあり方を展望するものです。
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2014年～2016年先端研14「ジェンダー研究の過去・現在・未来ー女性学・
ジェンダー研究のパイオニアに対する聞き取り調査を中心に」

日本を主たる活動拠点としつつ、
(1)女性学の立ち上げ、ならびに(2)
社会科学の各専門領域でジェン
ダーやセクシュアリティの視角を
とりいれた研究の開拓に取り組ん
でこられたパイオニア的研究者に
対して聞き取り調査を実施し、こ
れを通じて、ジェンダー社会科学
の到達点と現下の課題群を確認し、
今後のあり方を展望するものです。
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院生がパイオニアにイン
タビューをしてまとめ。
世代間交流、ジェンダー
研究の継承 13
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CGraSS  三つの部門
②GenEP部門 全国的にもユニークなジェンダー教育プロ
グラム策定の試み
一橋大学らしい教育プログラムの設計

1）これまでのジェンダー教育:主に女子大の女子学生向け
⇒男女共学の本学にふさわしい「男女共同参画のかたち」

の模索
2）「市民の学である社会科学の総合大学」としての一橋大
学の歴史と伝統を活かし、社会科学のなかにジェンダー視点
を導入する総合的で学究的な試み

＊『研究教育憲章』
学際的な社会科学の研究を積極的に推進する
理論と実務的研究、基礎的研究と先端的研究を等しく重視
市民社会、産業界、官界との連携、社会の課題に的確に応える15



3）体系的なカリキュラムの模索：
全学共通教育から大学院教育までが、ゆるやかなスロー
プ状に連なる一貫教育

商学部 法学部経済学部 社会学部 言社研

大学
院

学部
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ＧｅｎＥＰ科目群

商学部 法学部経済学部 社会学部 言社研

大学院

学部

４

３

２

１

連携科目群 基幹科目群
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●
人
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授業での
ジェンダーの扱い

●授業全体
●3～5回
●1～2回
●ひとつの柱として

●オムニバス形式

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
関
係
論
／
社
会
学

●
社
会
学
／
地
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●
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と
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会

●●共通（社）総合科目「ジェンダーから世界を読む」
●共通（運動文化）発展科目「ヒューマン・セクソロジー」
●共通（法）総合科目「人文・思想」・「ジェンダーと心理学」

●●共通（如水会）・寄附講義「キャリアデザインとジェンダー」

●
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
法

（
発
展
）

●
欧
米
言
語
文
化
論
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・学生アンケート（2005年10月）
・教員ポテンシャル調査（2006年4-5月）
・院生ヒアリング（2006年6-7月）

→多様な意見を取り入れ、学生・院生のニーズと教員側の
ポテンシャルを把握
→閉じたジェンダー学ではなく、開かれた学際性、社会科
学との融合の模索 教員の「ジェンダーの壁」を取り除く

以後、カリキュラム改善、新規科目の開設を続けている
（例）ジェンダーと人権（辻村みよ子）2013～
社会や法におけるジェンダー、セクシュアリティの意義や課題について、人権
論の視点（ジェンダー人権論）からアプローチします。憲法や女性差別撤廃条
約、男女共同参画社会基本法等を踏まえて、日本の男女共同参画（ジェンダー
平等）の現状と課題を総点検し、人権論としてのジェンダー問題を、政治・雇
用・家族・学術分野等の領域ごとに具体的に検討します。

最初のプログラム作成するときには
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CGraSS  三つの部門
③研究交流部門 他大学のジェンダー研究センターとの連携、シンポジウムの
共催、合同研究会。公開レクチャーシリーズの開催

第1回 2007年11月28日 酒井順子「オーラル・ヒストリーとジェンダー研究
－イギリスにおけるオーラル・ヒストリーの展開を振り返って」

第2回 2008年1月25日 中谷文美 「フィールドワークの「ジェンダー化」
をめぐってｰジェンダー人類学の視点から」

第3回 2008年6月13日 姫岡とし子 「領域分離とジェンダー史研究」

第4回 2008年11月28日 岡野八代 「フェミニズムとリベラリズムの拮抗ｰ
新しい＜家族＞の可能性」

第5回 2008年12月9日 新城郁夫 「”ホモエロティシズム”とポストコロニ
アル沖縄の関係」

第6回 2009年1月30日 陳昭如 「台湾女性の相続権をめぐるジェンダー・
ポリティクス」 24



第7回 2009年4月28日 キャロル・エンズ 「ジェンダーと女性心理学の功
績と課題ｰ今、何に注目をすべきか」

第8回 2009年7月17日 シンシア・コウバーン 「戦争とジェンダーｰフェミ
ニストによる根源的問い直し」

第9回 2009年11月6日 川橋範子 「宗教とフェミニズムの不幸な関係？ー
バックラッシュを超えて」

第10回 2009年12月18日 牟田和恵 「ジェンダーと家族の可能性」

第11回 2010年6月18日 ジャクリーン・アンドール 「イタリアのフェミニ
ズムｰ「家事労働に賃金を」から「プレカリアート」へ」

第12回 2010年10月20日 游鑑明 「広告とアートからみた近代中国の女子
スポーツ」

第13回 2011年2月4日 村瀬幸浩 「性と愛をめぐる不安と学びー大学生た
ちの今−」

第14回 2011年6月24日 エレナ・ヒラタ 「ジェンダー、労働、ケアーフラ
ンスの研究動向」
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第15回 2011年7月15日 包英華 「20世紀前半のモンゴル族（内モンゴ
ル）女性の伝統と現代」

第16回 2012年1月20日 北原恵 「「人間天皇」の表象ｰ「天皇ご一家」像
から見えるもの」

第17回 2012年5月31日 キャサリン・チョイ Filipino Nurse Migration: 
Histories, Geographies, and Ethics

第18回 2012年12月14日 鄭暎恵 「外国人女性たちの3.11「以前・以後」
と改定入管法」

第19回 2013年1月18日 足立眞理子 「金融化された資本主義とジェン
ダー ー新しい収奪のかたちを問う」

第20回 2013年6月19日 ナシラ・ゲニフ＝スイラマ 「フランス・フェミニ
ズムの両義性と隘路」

第21回 2013年7月5日 マイク・ベルナルド 「「不法移民」収容キャンプ
内部のジェンダー構造」 26



第22回 2013年10月25日 申琪榮 政治的代表制とジェンダーー韓国の女性
大統領をめぐってー

第23回 2013年11月15日 柘植あづみ 生殖技術と社会ｰ不妊治療と再生医
療がもたらしたもの

第24回 2013年12月9日 シンシア・エンロー 「フェミニスト魂を捨てず
に、研究者としてのキャリアを追求できるか？」

第25回 2014年1月20日 徐阿貴 「＜サバルタン女性＞はいかにして公共
圏の担い手となりうるか？ｰ在日朝鮮人女性による夜間中学独立運動から」

第26回 2014年2月27日 木本喜美子「＜家族と企業社会＞をジェンダーで
つなぐ」 坂元ひろ子「中国近現代思想文化史研究とジェンダー」

第27回 2014年6月13日 宜野座菜央見「モダン・ライフ映画が提起するも
のー見えない中国・日本社会の二重構造」 晏妮「越境する映画、引き裂か
れた表象ー戦時日中映画交渉に見るジェンダー」

第28回 2014年11月21日 平井和子「日本占領とジェンダーー米軍・売買春
と日本女性たち」 茶園敏美「パンパンとは誰なのかｰキャッチという占領期
の性暴力とGIとの親密性」
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第29回 2014年12月12日 村瀬幸浩 「いま、男子の性はー私は大学生
に何を学ばせようとしたか」

第30回 2015年2月2日 青山薫 「親密な関係に関する市民権ｰ異国籍同
性カップルが日本で子どもを産み育てる場合」

第31回 2015年4月24日 ガベバ・バデルーン「南アにおける奴隷制、イ
スラム、そして人種と性の構築」

第32回 2015年6月24日 メリッサ・ライト「麻薬政治、死政治、女性殺
人――メキシコからの教訓」

第33回 2015年7月5日 サミア・シャラ、アブデラリ・アジャット
「ヴェールの政治学ｰジェンダー・身体・植民地主義」

第34回 2015年10月23日 上野千鶴子 「何を怖れるーフェミニズムを
生きた女たち」

第35回 2016年6月17日 多賀太「錯綜する＜男らしさ＞のポリティクスｰ
プロ・フェミニスト運動の可能性と課題」

第36回 2016年7月6日 竹山明子「誘惑の舞台：夢を売る商売ー東京ホス
トクラブ」
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第37回 2016年10月14日 イルゼ・レンツ「現代ドイツにおけるフェミニズムと反
フェミニズム運動」
第38回 2016年11月18日 遠藤まめた、松岡宗嗣「大学・教育とセクシャルマイノ
リティ（1）LGBT)-大学にできる支援について考えよう」
第39回 2017年5月12日 橋本恭子「台湾の同志（LGBT)運動と文学ー東アジアの
基層文化と性のあり方を考える」
第40回 2017年6月30日 上間陽子「『裸足で逃げる』の若者たちの生育環境・
ネットワーク・暮らすこと」
第41回 2018年1月19日 伊藤るり「国際社会学とジェンダー研究の未来ー伊藤る
りさんとともに考える」
第42回 2018年6月27日 中村江里「感情を管理される日本軍兵士たちー軍事化さ
れたマスキュリニティと戦争神経症」
第43回 2018年9月21日 ザフラ・アリ「ポストコロニアル世界のイスラームと女
性・ジェンダー」
第44回 2019年1月9日 鈴木聡子「ジェンダー、人種、文化ナショナリズムー外国
人が話す日本語におけるジェンダー表現をめぐって」
第45回 2019年1月25日 平山亮「うろたえる男たちー女たちの告発に、私たちは
いかに応えてきたか/応えるべきか」
第46回 2019年5月24日 長志珠絵「占領期神戸・エゴドキュメントとしての女性
軍属の手紙を読む」
第47回 2019年7月3日 カール・ゲイブリエルソン「「サムライファンタジー」と
「子ども扱い」ー日本文化を利用した在日米軍の軍事的男性性」 29



第48回 2021年4月28日 澁谷知美「なぜ包茎は恥ずかしいのかー男性間支配と女
性差別を架橋する歴史社会学」
第49回 2021年7月21日 知念渉「＜ヤンチャな子ら＞の大人への移行と男性性」
第50回 2021年10月6日 久保田裕之「性愛規範と最小結婚ーシェアハウス研究と
の接点から」
第51回 2021年11月24日 千田有紀「離婚後の子の監護のあり方とジェンダー」
第52回 2021年12月3日 洪郁如「日本の台湾認識とジェンダー」

第53回 2022年5月13日 田村哲樹「民主主義の場としての家族ー国家中心的政治
像の再検討」
第54回 2022年10月14日 工藤晴子「難民とセクシュアリティーアメリカにおける
性的マイノリティの包摂と排除」
第55回 2022年11月30日 西倉実季「ルッキズムとジェンダーーフェミニズム/
ジェンダー研究における外見/美」

第56回 2023年6月30日 弓削尚子「西洋ジェンダー史とアグノトロジー」
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2012年の外部評価 東北大学GCOE 「グローバル時代の男女共同参画と多文化共生」辻
村みよ子教授による外部評価(2012年1月）：2007年設立から5年間の実績
１）日本の大学カリキュラムのなかで、その多様性と社会科学との融合研究としての観点
から最も優れたジェンダー教育実践
2)継続は力なり、学生・院生へのプログラムの広報、プログラムの定着化・制度化の試み
の必要性、男女共同参画推進オフィスがないことの指摘 （→翌年2013年に設置へ）
自己評価：

１）GenEPでは授業数、履修者数の量的拡大は達成。全国的にみても唯一無二
のジェンダー教育プログラムとなったが、質的向上にはさらなる創意工夫が必
要。社会学研究科以外の研究科の授業科目を増やしていく必要
2）指定国立大学法人の申請要件、科研費の新規採択件数でジェンダー分野が貢
献。ジェンダー研究の学術分野で学会長をつとめる者が複数。
3)  他大学のジェンダー・センターの取り組みを参考にした活動展開
居場所づくり、組織を担う次世代の養成 持続可能な組織となるために

4)  さらなる学内の学生・院生に寄り添った施策、授業科目の開講
ロースクールの事件を受けて 新たな課題
学内のセクシュアル・マイノリティへの心のケア
再発防止のために LGBT理解、セクシュアリティ教育の見直し

今後の課題と展望：CGraSSの17年間を振り返って
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⇒ LGBT理解、居場所づくり、ジェンダー・セクシュアリティ教育の見直し32



２０１９年度秋冬学期 社会学部導入科目

ジェンダー/セクシュアリティとライフデザイン
（プライドブリッジ寄附講義）



設立呼びかけ文
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2019年9月
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ジェンダー/セクシュアリティとライフデザイン 第4回授業「政治を変える」
に参加してくれた超党派の国会議員の方々（2019年10月9日）
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2016年10月～ 2017年7月～
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2016年11月18日 2017年11月25日
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2018年7月４日 2019年5月14日・7月8日
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本学組織内における制度化
●2013年 一橋に男女共同参画推進室、設置
⇒育児支援、両立支援、メンタリングなど
●2022年 ダイバーシティ推進室
●2023年3月 一橋大学ダイバーシティ・エクイティ＆イ
ンクルージョン推進宣言

⇒ジェンダー社会科学研究センター中心にボトムアップで
培ってきたノウハウ、教育実績を糧にして、いかに全学的
なダイバーシティ推進の取組をトップダウンで進められる
のか、包括的な取組へと結び付けられるかが鍵

40

今後の課題と展望：大学の取組との連携強化
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